
                                       
 

平成 30 年９月７日 

各      位 

会  社  名 第一カッター興業株式会社 

代 表 者 名 代表取締役社長   高橋 正光  

（コード番号 1716 東証第 1部） 

問 合 せ 先 経営企画室長     石川  達也 

        （電話 0467－85－3939） 

     

ベステラ株式会社とのプラント設備解体事業に関する 

包括的業務提携合意のお知らせ 

 
 

当社は、本日開催の取締役会において、ベステラ株式会社（東京証券取引所第一部上場、証券

コード 1433、以下「ベステラ」といいます。）との間で、業務提携基本契約（以下、総称して「本

業務提携」といいます。）を締結することを決議しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．本業務提携の目的 

当社は、社会インフラ（橋梁、道路、ビル等）全般に対して、「切る・はつる・洗う・剥が

す・削る」といったキーワードを軸に特化した技術を提供しております。専門施工会社とし

て切断穿孔工事事業(ダイヤモンド工法・ウォータージェット工法)に代表される独自の高い

技術力を提供することで、解体・維持・補修ニーズに応え付加価値の提供を続けております。

その他にも、ビルメンテナンス事業、リユース・リサイクル事業を通じて企業価値の向上を

目指しております。 

一方、ベステラは、電力、製鉄、石油精製、石油化学などの大規模なプラント設備の解体

工事を主たる事業とし、全国各地での多数の工事実績があります。球形貯槽（ガスタンク）

をりんごの皮を剥いていくように切断を行う「リンゴ皮むき工法」などの複数の解体特許工

法や長年のプラント解体で蓄積された PCB 含有の変圧器（トランス）などを無火気で解体す

るなどの独自のノウハウにより、解体更新時期をむかえる全てのプラント設備に対して、安

全かつ適切で効率的な解体工事を提供し続けることで、企業価値の向上を目指しております。 

今回、両社の持つ独自かつ特化した技術を協同で提供し、更には、お互いの工法を組み合

わせることにより、安全かつ最適で効率的な解体技術の提供を進めるとともに、その特化し

た技術の組み合わせにより、今後、増加が予測されるプラント解体ビジネスにおいて競争力

を強化し、両社の事業拡大を目的とするものであります。 

 

 



２．本業務提携の背景 

両社は、かねてよりお互いのビジネスにおいて理解と尊重に基づいた協力関係を築いてお

ります。今回、更に進んで、両社の持つ独自の工事技術をはじめとした事業リソースを相互

提供する包括的な業務提携を結ぶことで、日本の産業構造において老朽化が進み解体更新の

時期をむかえる大規模なプラント設備に対して、安全かつ適切で効率的な解体工事を協力し

て提供することが可能となり、両社の事業拡大に資するものとなると判断し、本業務提携に

至りました。 

 

 

 

 

 

３．本業務提携の内容等 

項  目 内    容 

（１）目 的 

当社ならびにベステラは、相互の経営の自主性を尊重しつつ、プラント解体ビ

ジネスにおいて、両社の有する人的リソースやエンジニア力などの事業リソー

スを相互に活用し、大型案件への対応、高難易度の工事案件の受注拡大を図っ

てまいります。 

（２）営 業 内 容 

社会インフラ（橋梁、道路、ビル等）工事については当社を元請とし、プラン

ト解体工事に関してはベステラを元請とし、両社の営業リソースを活用してま

いります。また、慢性的に不足する建設技能労働者等、人的リソース不足への

対応等についても総合的に協力して対処してまいります。 

（３）業 務 内 容 

当 社 

プラント解体工事への施工技術の提供 

ベステラ 

プラント解体工事への施工計画、工法の提案、施工管理 

両  社 

両社の独自の工事技術の組み合わせによる工事の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．本業務提携の相手先の概要 

（１） 商  号 ベステラ株式会社 

（２） 所  在  地 東京都江東区平野三丁目２番６号木場パークビル６階 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 吉野 佳秀 

（４） 事  業  内  容 プラント解体事業、人材サービス事業 

（５） 資  本  金 417 百万円（平成 30 年１月 31日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 昭和４９年２月 

（７） 
大株主及び持株比

率 

吉野 炳樹  17.19％ 

TERRA・ESHINO 株式会社 16.34％ 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 5.48％ 

吉野 炳次 3.44％ 

（平成 30年１月 31日現在） 

（８） 
上場会社と当該会

社 と の 間 の 関 係 

資本関係 記載すべき関係はありません。 

人的関係 記載すべき関係はありません。 

取引関係 記載すべき関係はありません。 

関連当事者への該当状

況 
記載すべき関係はありません。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 平成 28 年１月期 平成 29 年１月期 平成 30 年１月期 

純資産 2,051 百万円 2,183 百万円 2,332 百万円 

総資産 3,223 百万円 4,222 百万円 3,905 百万円 

１株当たり純資産 250 円 47 銭 262 円 89 銭 279 円 12 銭 

売上高 3,846 百万円 4,182 百万円 4,496 百万円 

営業利益 447 百万円 397 百万円 386 百万円 

経常利益 464 百万円 404 百万円 373 百万円 

当期純利益 292 百万円 271 百万円 263 百万円 

 

５．日程 

取締役会決議日 ： 平成 30年９月７日 

契約書締結日  ： 平成 30年９月７日 

 

６．今後の見通し 

本業務提携が当社に与える影響は未定でありますが、中長期的に当社の企業価値向上に資す

る業務提携と考えております。今後、開示すべき影響等が判明した場合は、速やかにお知ら

せいたします。 

以 上 

                                                   

             


